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The purpose of this study was to make clear the facts and the problems of the integuration 
for autistic children at the public elementary schools in order to gain a perspective for the 
improvement. 
The investigators questionaired the teachers of special classes for the emotionally disturbed 
at Kobe municipal elementary schools and got the responses from the teachers of 30 schools 
out of 33 that have the c1asses of the kind. 
The responses indicate that the teachers of both special c1註sses and integration classes 
observe that autistic children well benebit from the integration in the development of social 
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物へのこだわりなと。の行動特徴をそれぞれ共通して取り
























































国語 算数 理科 社会 音楽 体育 図工 道徳 芸家庭 その他
l年 (n口4) O O O 。 50.0 50.0 25.0 O 
2年(沼口8) 75.0 25.0 37.5 37.5 87.5 87.5 75.0 37.5 12.5 
3年 (n=4) 25.0 25.0 。 O 100.0 100.0 75.0 25.0 
4年 (n=2) 50.0 50.0 。 O 100.0 100.0 100.0 O 
5年 (n=11) 18.2 O 。 27.3 100.0 81.8 90.9 36.4 9.1 18.2 
6年(ロ口14) 21.4 7.1 14.3 21.4 92.9 85.7 92.9 42.9 28.6 14.3 
平均 (n口43) 30.2 11.6 11.6 20.9 90.7 83.7 81.4 32.6 22.7 11.6 


























2 3 4 5 6 (時間)
62.5 12.5 6.3 6.3 6.3 6.3 































































0 10 20 30 40 50 印附 窓外での活動の場合は自問児の行動管理が特に必要に



















3位 結果は Fig.3が示すとおり， 1" a;交友関係を広げるJ
12 ことについては半数以上の児支のねらいとなっており，
1" b;集団活動への参加・祭問でのノレーノレを守るJ1" c;社



















Fig.5. 交流上の問題点 ② 全体的な交流教育のねらい
降霊祭児学級の担任が全体として自閉兇の交流教育に対するねらいをどのようにおさえているかを「ア;学習の
効果をあげるというより皆と仲良くできるようにするJ1"イ;興味・関心を広げ経験を基金かにするJ1"ウ;祭聞の









性・対人関係の函J1" c;学習商J1" d;言語節J1" e;その他」の 5つの項自に類別した.
結果は Fig.5が示すとおり，行動商に関する問題点が多くあげられており，その中でも対象児の動作が緩慢
(3人)なため交流が難しいものと，多動(12人)のため交流教育が難しいものとがあった.また， i3傷行為の


































































































の回答順位に差があった (T=389.38 p< .005). Fig.9 
1o 20 30 40 50O(紛 が示すように「イ;交流している学級担任と持寄児学級

















































































3) 兵庫県立障害児教育センター，年報 '89，小・中学校障害児学級における交流教育 (1990)
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